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日
　
本
　
私
　
法
　
学
　
会
　
会
　
報

□
　
日
本
私
法
学
会
第
七
四
回
大
会
を
左
記
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
御
出
席
く
だ
さ
い
。

一
　
期
　
　
日
　
　
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
一
〇
日
（
日
）、
一
一
日
（
月
）

二
　
場
　
　
所
　
　
北
海
道
大
学
法
学
部
（
〒
〇
六
〇
―
〇
八
〇
九
　
北
海
道
札
幌
市
北
区
北
九
条
西
七
丁
目
）

三
　
学
会
次
第

Ⅰ
　
研
究
報
告
（
一
〇
月
一
〇
日
、
午
前
一
〇
時
〜
午
後
四
時
一
五
分
）

�

第
一
部
会

ア
「
人
格
権
保
護
の
基
礎
理
論

―
民
法
に
お
け
る
「
人
間
の
尊
厳
」
の
保
障

―
」

茨
城
大
学
准
教
授

石
　
井
　
智
　
弥

イ
「
契
約
の
成
立
と
コ
ー
ズ
」

学
習
院
大
学
准
教
授

竹
　
中
　
悟
　
人

ウ
「
不
当
条
項
規
制
効
果
論
に
関
す
る
一
考
察

―
ド
イ
ツ
約
款
法
に
お
け
る
内
容
規
制
効
果
論
を
参
考
に

―
」

大
阪
大
学
准
教
授

武
　
田
　
直
　
大

�

第
二
部
会

ア
「
団
体
論
に
お
け
る
契
約
性
の
意
義
と
限
界
」

京
都
大
学
准
教
授

西
　
内
　
康
　
人

イ
「
契
約
清
算
局
面
に
お
け
る
支
出
賠
償
の
意
義
と
機
能
」

香
川
大
学
准
教
授

金
　
丸
　
義
　
衡

ウ
「
請
負
契
約
の
過
去
、
現
在
、
そ
し
て
未
来
」

東
洋
大
学
教
授

芦
　
野
　
訓
　
和

�

第
三
部
会

ア
「
複
数
の
契
約
と
相
互
依
存
関
係
の
再
構
成
」

筑
波
大
学
准
教
授

小
　
林
　
和
　
子

イ
「
独
占
的
ラ
イ
セ
ン
ス
の
構
造
お
よ
び
効
力
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
」

近
畿
大
学
准
教
授

諏
訪
野
　
　
　
大

ウ
「
身
分
占
有
法
理
に
よ
る
真
実
と
事
実
の
調
和
」

東
京
経
済
大
学
専
任
講
師

羽
　
生
　
香
　
織
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�

第
四
部
会

ア
「
社
員
権
論
の
歴
史
性
と
現
代
性

―
株
主
権
の
再
検
討

―
」

岡
山
商
科
大
学
専
任
講
師

新
　
津
　
和
　
典

イ
「
グ
ル
ー
プ
利
益
の
追
求
と
取
締
役
の
義
務
・
責
任
」

九
州
大
学
准
教
授

清
　
水
　
円
　
香

Ⅱ
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
　
（
一
〇
月
一
〇
日
、
昼
食
後
〜
）

Ａ
　
テ
ー
マ
「
実
体
法
と
手
続
法
」

担
当
者
・
報
告
者
・
司
会
者
　
　
　
東
北
大
学
教
授

小
　
粥
　
太
　
郎

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
　
　
東
北
大
学
准
教
授

菱
　
田
　
雄
　
郷

Ｂ
　
テ
ー
マ
「
Ａ
Ｂ
Ｌ
に
お
け
る
担
保
目
的
財
産
の
処
分
を
め
ぐ
る
法
律
関
係
の
検
討
」

担
当
者
・
報
告
者
　
　
立
命
館
大
学
教
授

小
　
山
　
泰
　
史

司
会
者
　
　
　
　
　
　
名
古
屋
大
学
教
授

千
　
葉
　
恵
美
子

Ｃ
　
テ
ー
マ
「
機
能
的
支
払
決
済
法
の
提
案
」

担
当
者
・
報
告
者
　
　
学
習
院
大
学
教
授

小
　
塚
　
荘
一
郎

東
北
大
学
准
教
授

森
　
田
　
　
　
果

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
　
　
　
中
央
大
学
教
授

伊
　
藤
　
壽
　
英

＊

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
特
定
の
テ
ー
マ
に
関
心
を
持
つ
少
人
数
の
参
加
者
が
自
由
に
討
論
す
る
形
で
進
行
す
る
研
究
会
で
す
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
参
加
者
は
一
五
名
程
度
に
限
定
し
、

参
加
者
全
員
が
議
論
に
参
加
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
参
加
者
の
決
定
は
、
会
場
へ
の
先
着
順
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
（
本
年
度
大
会
へ
の
出
欠
葉
書
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
記
入
欄
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
参
加
者
の
数
を
推
計
す
る
た
め
の
も
の
で
参
加
資
格
と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
）。
右
の
テ
ー
マ
に
御
関
心
の
あ
る
方
々
は
、
あ

ら
か
じ
め
参
考
文
献
に
目
を
通
し
た
う
え
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
な
お
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
昼
休
み
の
時
間
帯
を
利
用
し
て
行
わ
れ
ま
す
。
参
加
者
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
会

場
で
昼
食
を
と
っ
て
い
た
だ
き
、
昼
食
終
了
後
、
直
ち
に
報
告
・
討
論
に
入
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ⅲ
　
日
本
私
法
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

�

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
新
し
い
法
益
と
不
法
行
為
法
の
課
題
」（
一
〇
月
一
一
日
、
午
前
九
時
半
〜
午
後
五
時
）

司
会
　
東
京
大
学
教
授

大
　
村
　
敦
　
志
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１
　
総
論

―
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
目
的
と
視
点

学
習
院
大
学
教
授

能
　
見
　
善
　
久

２
　
契
約
と
過
失
不
法
行
為
責
任
の
衝
突

―
建
物
の
瑕
疵
に
よ
り
経
済
的
損
失
（
補
修
費
用
額
）
が
生
じ
る
例
を
め
ぐ
っ
て

北
海
道
大
学
教
授

新
　
堂
　
明
　
子

３
　
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
意
義

―
「
情
報
」
を
め
ぐ
る
法
的
な
利
益
の
分
布
図

学
習
院
大
学
教
授

水
　
野
　
　
　
謙

４
　
公
害
・
環
境
、
医
療
分
野
に
お
け
る
権
利
利
益
侵
害
要
件

早
稲
田
大
学
教
授

大
　
塚
　
　
　
直

５
　
知
的
財
産
法
か
ら
み
た
民
法
七
〇
九
条

―
プ
ロ
セ
ス
志
向
の
解
釈
論
の
探
求

北
海
道
大
学
教
授

田
　
村
　
善
　
之

＊
　
各
報
告
に
つ
い
て
は
、
別
添
の
資
料
（
Ｎ
Ｂ
Ｌ
九
三
六
号
抜
刷
）
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

�

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
商
法
の
改
正
」（
一
〇
月
一
一
日
、
午
前
九
時
半
〜
午
後
五
時
）

１
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
目
的

司
会
　
東
京
大
学
教
授

神
　
田
　
秀
　
樹

２
　
総
論

―
商
法
総
則
・
商
行
為
法
の
現
状
と
未
来

東
京
大
学
教
授

藤
　
田
　
友
　
敬

３
　
商
法
総
則

―
商
号
・
営
業
譲
渡
・
商
業
使
用
人
を
中
心
に

学
習
院
大
学
准
教
授

後
　
藤
　
　
　
元

４
　
交
互
計
算
・
匿
名
組
合

―
商
行
為
法
と
金
融
法
の
交
錯

東
京
大
学
教
授

神
　
作
　
裕
　
之

５
　
代
理
商
・
仲
立
人
・
問
屋

―
取
引
仲
介
業
の
規
整

京
都
大
学
教
授

洲
　
崎
　
博
　
史

６
　
運
送
営
業
・
倉
庫
営
業
・
場
屋
営
業

東
京
大
学
教
授

山
　
下
　
友
　
信

＊
　
各
報
告
に
つ
い
て
は
、
別
添
の
資
料
（
Ｎ
Ｂ
Ｌ
九
三
五
号
抜
刷
）
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

�

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
金
融
商
品
取
引
法
制
の
課
題
」（
一
〇
月
一
一
日
、
午
前
九
時
半
〜
午
後
五
時
）

司
会
　
神
戸
大
学
教
授

近
　
藤
　
光
　
男

１
　
企
業
買
収
規
制
の
あ
り
方

神
戸
大
学
教
授

志
　
谷
　
匡
　
史

２
　
虚
偽
記
載
等
に
よ
る
損
害

―
不
法
行
為
損
害
賠
償
法
の
視
点
か
ら

京
都
大
学
教
授

潮
　
見
　
佳
　
男

３
　
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
規
制
の
あ
り
方

京
都
大
学
教
授

前
　
田
　
雅
　
弘

４
　
業
際
規
制

―
銀
行
・
証
券
の
分
離
規
制
を
中
心
に

同
志
社
大
学
教
授

川
　
口
　
恭
　
弘

５
　
投
資
者
保
護
の
た
め
の
法
執
行

早
稲
田
大
学
教
授

黒
　
沼
　
悦
　
郎

＊
　
各
報
告
に
つ
い
て
は
、
別
添
の
資
料
（
旬
刊
商
事
法
務
一
九
〇
七
号
抜
刷
）
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
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Ⅳ
　
総
会
（
一
〇
月
一
一
日
、
午
後
一
二
時
〜
一
二
時
三
〇
分
）

四
　
注
意
事
項

�

開
始
・
終
了
時
間
を
厳
守
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

昼
食
の
必
要
な
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
同
封
の
葉
書
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
（
弁
当
・
一
食
一
〇
〇
〇
円
）。
お
申
込
み
は
、
出
欠
の
御
返
事
と
と
も
に
、
同
封

の
葉
書
で
九
月
一
五
日
（
水
）
ま
で
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
（
必
着
。
延
着
の
場
合
に
は
、
昼
食
の
手
配
は
い
た
し
兼
ね
ま
す
）。
な
お
、
一
度
お
申
込
み
に

な
っ
た
弁
当
の
代
金
は
、
昼
食
が
御
不
要
に
な
っ
た
場
合
に
も
徴
収
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

□
　
日
本
私
法
学
会
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

＊
　
日
本
私
法
学
会
大
会
に
お
け
る
個
別
報
告
の
申
請
に
つ
い
て

日
本
私
法
学
会
大
会
に
お
け
る
個
別
報
告
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
〇
年
度
大
会
か
ら
個
別
報
告
審
査
制
度
が
導
入
さ
れ
、
個
別
報
告
審
査
委
員
会
に
よ
る
審
査
の
う
え
、
理
事
会
に
お
い

て
個
別
報
告
を
行
う
者
を
決
定
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
日
本
私
法
学
会
大
会
に
お
い
て
個
別
報
告
を
希
望
さ
れ
る
会
員
は
、「
日
本
私
法
学
会
個
別
報
告
審
査
規
則
」
及
び
「
日
本

私
法
学
会
大
会
に
お
け
る
個
別
報
告
に
関
す
る
規
程
」（
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
二
日
理
事
会
決
定
）
を
よ
く
お
読
み
に
な
り
（
日
本
私
法
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）、
個
別
報

告
の
資
格
要
件
等
に
つ
い
て
ご
確
認
の
う
え
、
個
別
報
告
の
申
請
を
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ
の
点
に
関
し
て
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
日
本
私
法
学
会
事
務
局

ま
で
、
な
る
べ
く
メ
ー
ル
に
て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
本
私
法
学
会
事
務
局
　
　
幹
事
　
道
　
垣
　
内
　
弘
　
人

〒
一
一
三
―
〇
〇
三
三
　
東
京
都
文
京
区
本
郷
七
―
三
―
一
　
東
京
大
学
法
学
部
研
究
室
内

TEL

〇
三
（
五
八
四
一
）
一
三
三
五
　
　
FAX

〇
三
（
五
八
四
一
）
三
一
六
一

E
-M
ail
hirotod@

j.u-tokyo.ac.jp
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時　間　割

第
　
４

第
　
３

第
　
２

第
　
１

部
　
会
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教育学部 

経済学部 

古河記念講堂 

中央食堂 

ファカルティハウス 
エンレイソウ 

理学部 

総合博物館 

人文・社会科学総合 
教育研究棟（Ｗ棟） 

文学部 スラブ 
研究センター 

ポプラ会館 
生協 

留学生 
センター 

クラーク会館 

農学部 
事務局 

百
年
記
念
会
館

百
年
記
念
会
館
 北

大
正
門

北
大
正
門
 

ク
ラ
ー
ク
像
 

付
属
図
書
館

付
属
図
書
館
 

保健管理 
センター 

北口 至　千歳� 

学術交流 
会館 

東横イン 
北大前 

札幌アスペン 
ホテル 

ヨドバシカメラ 

教育学部 

経済学部 

古河記念講堂 

中央食堂 

ファカルティハウス 
エンレイソウ 

理学部 

総合博物館 

人文・社会科学総合 
教育研究棟（Ｗ棟） 

文学部 スラブ 
研究センター 

ポプラ会館 
生協 

留学生 
センター 

クラーク会館 

農学部 
事務局 

百
年
記
念
会
館
 北

大
正
門
 

ク
ラ
ー
ク
像
 

付
属
図
書
館
 

保健管理 
センター 

北口 至　千歳� 

ＪＲ札幌駅�

学術交流 
会館 

東横イン 
北大前 

札幌アスペン 
ホテル 

ヨドバシカメラ 

会場周辺には、多数の 

レストラン・コンビニ 

があります。 

新千歳空港駅から１５分おきに出ているＪＲ快速
エアポートに乗って３６分で札幌駅着。 
札幌駅西通り北口を出て、駅舎を後ろにして左に 
１ブロック進んで、交差点で右折。 
そのまま歩いて、駅から徒歩４分で北大正門に着
きます。 

法学部�

第１日目�
学会受付�

個別報告会場�

第２日目�
シンポジウム�
会場１�

第２日目�
学会受付�

シンポジウム�
会場２・３�

会場周辺には、多数の 

レストラン・コンビニ 

があります。 

新千歳空港駅から１５分おきに出ているＪＲ快速
エアポートに乗って３６分で札幌駅着。 
札幌駅西通り北口を出て、駅舎を後ろにして左に 
１ブロック進んで、交差点で右折。 
そのまま歩いて、駅から徒歩４分で北大正門に着
きます。 

法学部�

第１日目�
学会受付�

個別報告会場�

第２日目�
シンポジウム�
会場１�

第２日目�
学会受付�

シンポジウム�
会場２・３�

案　内　図
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北海道大学へのアクセス


